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市 の 人 口●129,367人（＋13人）
市の世帯数●57,209世帯（＋75世帯）
平成29年6月1日現在（ ）は5月との増減

栗
原
会
場
の
ひ
ま
わ
り
ま
つ

り

グリーンカーテンの世話をする市職員

　
気
温
が
高
く
な
る
夏
は
、
冷
房
機
器
の
使
用
な
ど
に
よ
る
電
力
使
用
量
が
増
え
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
増
加
し
ま
す
。

　
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
上
手
な
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市

の

取

り

組

み

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を

続
け
て
お
り
、
今
年
度
は
、
市

役
所
と
ざ
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
（
ふ
れ
あ
い
会
館
）
の
南

側
で
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
栽
培
し
て
い
る
ゴ
ー

ヤ
ー
は
、
昨
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
ー
か

ら
種
を
採
取
し
て
育
て
た
も
の

で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
植

栽
か
ら
収
穫
ま
で
一
連
の
サ
イ

ク
ル
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
ー
は
、
低

炭
素
社
会
推
進
基
金
へ
寄
付
を

し
た
市
職
員
に
配
布
し
、
同
基

金
の
一
部
は
、
今
年
度
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
栽
培
し
た
ユ
ウ
ガ
オ
か

ら
採
取
し
た
種
は
、
市
緑
化
祭

り
で
寄
付
を
い
た
だ
い
た
市
民

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
へ
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
用
物
品
を
貸
し
出

し
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
設
置

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。収穫したゴーヤー

ひまわりまつり 座間の大地に咲き誇る55万本のヒマワリ

栗原会場 座間会場7 月21日（金）〜26日（水） 8月10日（木）〜15日（火）

ひまわりまつり実行委員会事務局（商工観光課内）� ☎046（252）7604　5046（255）3550

　グリーンカーテンとは、ツルレイシ（ゴーヤー）やアサ
ガオなどツル性植物を窓の外や壁に張ったネットなどに這
わせて栽培したものです。
　茂った葉が直射日光を遮る「遮断効果」と植物が根から
吸った水分を蒸発させ周囲の熱を奪う「蒸散作用」で室温
を下げ、エアコンなどの冷房機器の使用を抑えることがで
きます。

グリーンカーテン

市役所に設置したグリーンカーテン

家
庭
で
で
き
る
節
電

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
少
し
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
電
力
使
用
量
を
抑
え
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

照
明
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い
と
き
は
電
源
を
切
る
。

● 

使
用
し
な
い
電
化
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
、
待
機
電
力
を
削
減
す
る
。

● 

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と
き
は
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
効
率
よ
く
温
度
調
節
す
る
。

● 

使
用
す
る
部
屋
を
減
ら
し
、
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
台
数
を
減
ら
す
。

● 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
ず
室
温
を
下
げ
る
。

賢
く
省
エ
ネ
「
夏
の
節
電
」
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①
耐
震
改
修
②
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
③
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

行
う
と
、
固
定
資
産
税（
家
屋
）

が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
都
市
計
画
税
は
対
象
外
）。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
担
当
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
①
の
減
額
は
、
②
③
と
同
時

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
②
と

③
の
減
額
は
同
時
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
申
告
方
法　

改
修
工
事
完
了

日
か
ら
３
カ
月
以
内
に
、
申

告
書
、
改
修
費
用
を
証
す
る

書
類
、
該
当
工
事
証
明
書
を

担
当
へ

　

※
②
は
介
護
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し
ま
た
は
障
害
者
手

帳
な
ど
を
加
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
を
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
下
表
参

照
）
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
が
審
査
し
、

そ
の
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
全
額
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

て
継
続
審
査
を
希
望
し
た
方
は
、 

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
申
請
期
限　

納
付
期
限
か
ら

２
年
経
過
す
る
ま
で
の
間

○
申
請
要
件　

免
除
制
度
は
、

本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
、

納
付
猶
予
制
度
は
、本
人（　
５０

歳
未
満
）
と
配

偶
者
の
前
年
所

得
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
定
の
基
準

額
以
下
の
方

　

※
所
得
要
件
以

外
に
も
、
退
職

者
な
ど
を
対
象

と
し
た
特
例
要

件
も
あ
り
ま
す
。

○
申
請
方
法　

年

金
事
務
所
ま
た

は
担
当
に
備
え

付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
担
当
へ

　

※
申
請
書
を
自
宅
に
送
付
し

て
ほ
し
い
方
は
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

（
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ne

nkin.go.jp/shinsei/ko
kunen.htm

l

） か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

　●
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

1

０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６

５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
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０
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　●
 

厚
木
年
金
事
務
所　

1
０

４
６
（
２
２
３
）
７
１
７
１

（
代
表
）

【
納
入
通
知
書
を
送
付
】

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、

２９

前
年
所
得
の
確
定
後
に
算
定
を

す
る
た
め
、
６
月
に
決
定
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
決
定
し

た
保
険
料
の
金
額
を
お
知
ら
せ

す
る
決
定
通
知
書
や
、
納
付
方

法
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
納
入

通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原

則
、年
金
天
引
き
で
支
払
う「
特

別
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。
特
別

徴
収
の
場
合
、
４
月
、
６
月
、

８
月
は
、
「
仮
徴
収
」
と
し
て

前
年
度
の
保
険
料
に
基
づ
く
金

額
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
今

回
決
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を

　

月
、　

月
、
平
成　

年
２
月

１０

１２

３０

に
年
金
天
引
き
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近　

歳
に
な
っ
た

７５

方
、市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
天
引
き

対
象
の
年
金
額
の
２
分
の
１
以

上
の
方
（
年
金
支
給
月
ご
と
に

判
定
）
、
特
別
徴
収
の
停
止
手

続
き
を
さ
れ
た
方
な
ど
は
、「
普

通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。
普
通

徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納

付
書
で
金
融
機
関
、
市
役
所
、

出
張
所
、
ペ
イ
ジ
ー
を
利
用
し

た
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）

や
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
７
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
各
月
納
付

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

　●
 

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー　

1
０
５
７
０
（
０
０
）

１
１
２
０

　

　●
 

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
事
務
局　

1
０

４
５
（
4
4
0
）
６
７
０
０

８月から７０歳以上の方の高額療養費の限度額が変わります
　国民健康保険に加入している７０歳以上の方が医療機関を受診したとき、
医療費の１～３割相当の一部負担金を医療機関の窓口で支払い、同じ月
内の自己負担額が限度額を超えた場合、申請により超えた分が高額療養
費として後から支給されています。
　これが、法の改正に伴い、８月から自己負担限度額が一部変更となり
ます。医療機関での自己負担限度額が変わることで、高額療養費として
支給される額もこれまでと変更となる場合がありますのでご確認くださ
い（表）。

担当 国保年金課　1０４６（２５２）７６７２　5０４６（２５５）３５５０

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額

が
支
給
さ
れ
るa

担
当
に
支
給
申
請a

２
〜
３
か
月
後
、
担
当
か
ら
高

額
療
養
費
の
お
知
ら
せ
が
届
く

a

支
払
額
が
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た

a

被
保
険
者
証
を
提
示
し
医
療
費

の
１
〜
３
割
を
支
払
う

a

受
診
を
す
る

申
請
ま
で
の
手
順

８月診療分からの自己負担限度額
自己負担限度額

区　分
入院（世帯合算）外来（個人） ※多数回

４４，４００円
８０，１００円＋

（総医療費－２６７，０００円）
×１％

５７，６００円現役並み
（課税所得１４５万円以上）

４４，４００円５７，６００円１４，０００円
（年間１４．４万円上限）一般

２４，６００円

８，０００円

低Ⅱ
住民税非課税

１５，０００円
低Ⅰ

住民税非課税
（所得が一定以下）

※同じ世帯（国民健康保険に加入している方）で、当月を含む過去１２カ
月以内に４回以上高額療養費に該当をしている場合は、多数回該当とし
て、当月の自己負担限度額が引き下がります。

免除等区分と保険料額（平成２９年度保険料月額１６，４９０円）

月々の保険料額免除等区分

０円
保険料の全額が免除全額免除

保険料の全額が猶予納付猶予

４，１２０円保険料の４分の３が免除
（残り４分の１を納付）４分の３免除

８，２５０円保険料の２分の１が免除
（残り２分の１を納付）半額免除

１２，３７０円保険料の４分の１が免除
（残り４分の３を納付）４分の１免除

平成２８・２９年度保険料額

所得割額
（総所得金額等－３３０，０００円）

×８.６６％
＋

均等割額
４３，４２９円

＝
年間

保険料額

※年間保険料限度額５７万円。

対象と要件

省エネ改修バリアフリー改修耐震改修

平成２０年１月１日以前に建て
られ、平成２０年４月１日～平
成３０年３月３１日に、省エネ改
修工事を行った住宅（賃貸住
宅を除く）

新築から１０年以上を経過し、
平成１９年４月１日～平成３０年
３月３１日にバリアフリー改修
工事を行った住宅（賃貸住宅
を除く）

昭和５７年１月１日以前に建て
られ、平成１８年１月１日～平
成３０年３月３１日に耐震改修工
事を行った住宅

対　

象

　● 窓の改修工事（必須）、床・
天井・壁の断熱などの改修工
事
　● 改修の費用が５０万円を超え
る

　● ６５歳以上の方、要介護認定
または要支援認定を受けてい
る方、障がい者のいずれかが
居住する
　● 手すりの取り付け、床の段
差の解消などの改修工事で、
補助金などを除く自己負担が
５０万円を超える

　● 耐震基準に適合している
　● 改修費用が５０万円を超える

要　

件

翌年度分の固定資産税の３分
の１（上限１２０平方メートル）

翌年度分の固定資産税の３分
の１（上限１００平方メートル）

固定資産税の２分の１（上限
１２０平方メートル）

減　

額

※市税の滞納がある場合は適用されません。
※平成２５年３月３１日までに改修の契約を締結した場合は、改修費用３０万円以上が対象です。

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
のののののののののの
後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者

２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９２９
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医
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保
険
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担
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医
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国
民
年
金
保
険
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免
除
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市マスコット 
キャラクター 
「ざまりん」 

担当　健康づくり課 　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０ 

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※つながらない場合は1０３（５５２４）８５００へ、
聴覚障がい者は専用ファクス5０３（３５６２）８４３５へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

広報ざま【座間市のお知らせ】No.１０３０　　平成２９年（２０１７年）７月１日●3
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とき＝①７月５日（水）②１３日（木）午後１時１５
分～２時１５分受け付け（時間厳守）　ところ＝市
民健康センター　対象＝①平成２８年１２月生まれ②
平成２９年１月生まれ（対象者には個人通知）と対
象月に受けられなかった１歳未満児

とき＝①７月７日②１４日いずれも金曜日午前９時
３０分～１０時３０分受け付け　ところ＝①東地区文化
センター②市民健康センター　内容＝身体測定、
食事・発育・育児の相談　持ち物＝母子健康手帳 
参加方法＝直接会場へ

とき＝７月１８日（火）午後０時３０分～１時３０分　
ところ＝市民健康センター　対象＝３月生まれ

　市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査
を実施しています。対象者には個人通知をします
ので、あらかじめ医療機関に電話連絡の上、母子
健康手帳を持参し受診してください。

◆内科　とき＝対象者に通知　ところ＝指定医療
機関　対象＝平成２７年１２月生まれ
◆歯科　とき＝７月１２日・１９日い
ずれも水曜日午前９時３０分～１０時
３０分　ところ＝市民健康センター 
対象＝平成２７年１１月生まれ

とき＝７月２６日（水）午後１時～２時受け付け　
ところ＝市民健康センター　対象＝平成２７年６月
生まれ　持ち物＝個別通知に記載

とき＝７月１１日（火）午後１時～２時　ところ＝
市民健康センター　対象＝平成２６年１月生まれ　
持ち物＝個別通知に記載

とき＝８月２日（水）午前１０時～１１時３０分　とこ
ろ＝市民健康センター　内容＝子育ての悩みなど
を保健師や助産師と語り合う　対象＝１歳ぐらい
までの２，５００グラム未満で生まれた乳児および双 
子以上の多胎児とその家族　持ち物＝母子健康手
帳、バスタオル、おむつなど　申込方法＝電話予約

とき＝７月１０日（月）午前９時３０分～１０時３０分受
け付け　ところ＝市民健康セ
ンター　内容＝身体測定、血
圧測定、尿検査、体脂肪測定
と相談、禁煙相談（１カ月以
内に禁煙を始めたい方。要予
約）　持ち物＝健康手帳　参
加方法＝直接会場へ

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
健康全般についての栄養士や保健師への相談　持
ち物＝健康手帳（持っていない方は当日発行）　
申込方法＝電話予約

育児相談

救急診療 担当　医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内科・外科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科

午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。
耳鼻咽喉科・
婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5１１９
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

受付時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆深　夜

２歳児歯科健康診査

健康相談

４カ月児健康診査

８～１０カ月児健康診査

１歳６カ月児健康診査

３歳６カ月児健康診査

ＢＣＧ接種 ぴよぴよ・チェリー教室

個別健康相談

　熱中症は、野外だけでなく屋内でも発症し、
命に関わる場合があります。
【熱中症を防ぐポイント】
　● 外出するときは、帽子や日傘などで直射日
光を避ける。
　● 屋外で活動するときは、こまめに休み、ス
ポーツドリンクなどで水分を補給する。
　また、屋内などで動いていないときも水分
補給をする。
　● 部屋の中は風通しを良くし、高温多湿にな
らないようにする。
　● 暑い場所では、長時間の作業やスポーツな
どは避ける。
　● 日頃から栄養バランスの良い食事と体力づ
くりをする。
【熱中症かなと思ったら】
　● 涼しい日陰や冷房の効いた場所へ移動する。
　● 衣服を緩めて体を冷やす。
　● 冷やしたタオルなどを脇の下、足の付け根
に当て、体を冷やす。
　● スポーツドリンクや薄い食塩水などの少量
を数回に分けて飲む。
※反応が鈍いときなどは、すぐに救急車を呼
びましょう。

担当　　　　　　　　　　　　健康づくり課
　　　　　1０４６（２５２）７９９５　5０４６（２５５）３５５０

熱中症にご注意を熱中症にご注意を

　市では、市内で働く保健・助産・看護・准看
護師（以下、看護職）の育成を目的に奨学金貸
付制度を実施しており、養成施設卒業後に市内
で一定期間看護職を継続した方は償還が免除に
なります。詳しくは、担当へお問い合わせくだ
さい。
○募集期間　７月３日（月）～３１日（月）
○募集人数　４人程度
○選考方法　書類審査および面接（面接は８月
１９日（土）を予定）
○貸付額　授業料相当額（上限月額３万円）
○貸付期間　申請月から養成施設卒業まで
○償還免除条件　養成施設卒業の翌月から奨学

金貸付期間と同期間を継続して市内医療機関
で看護職に従事

○申込方法　市役所１階医療課で配布する申請
書（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を記入し、住民票の写し（申請者が
未成年の場合は法定代理人の写しを追加）、
連帯保証人二人分の住民票の写しおよび所得
証明書（１年度分）、入学証明書または在学
証明書、授業料を証明する書類、履歴書を添
えて書留で〒２５２－８５６６座間市役所医療課宛て
に郵送（必着）または直接担当へ

担当　　　　　　　　　　　　　　　　医療課
　　　　　　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

　「光化学スモッグ」は、工場や自動車など
の排出ガスに含まれる窒素酸化物や揮発性有
機化合物が紫外線を受け汚染物質を生成する
ことにより発生し、喉や目に痛みを起こすこ
とがあります。注意報発令時は、黄色い看板
や防災無線、緊急情報いさまメールで注意を
呼びかけるので、屋外での激しい運動は控え
ましょう。また、「微小粒子状物質（ＰＭ２．５）」
の高濃度予報などを受信した場合も防災無線
と緊急情報いさまメールでお知らせするので、
屋外での激しい運動や不要不急の外出は控え
ましょう。
担当　　　　　　　　　　　　　環境政策課
　　　　　1０４６（２５２）８２１４　5０４６（２５７）７７４３

光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学スススススススススススススススススススススススススススススススススモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッグググググググググググググググググググググググググググググググググなななななななななななななななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどののののののののののののののののののののののののののののののののの
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光化学スモッグなどの光化学スモッグなどの
発生にご注意を発生にご注意を
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勤
務
す
る
従

業
員
で
勤
続
年
数
が　

年
以
上

１０

の
方　

　●
 

人
物
、
実
績
が
優
秀
で
他
の

模
範
と
な
り
、
推
薦
者
が
表
彰

に
値
す
る
と
認
め
る
方
（
家
族

従
業
員
を
除
く
）

◯
表
彰
の
基
準
日　

９
月
１
日

◯
応
募
方
法　

市
役
所
４
階
商

工
観
光
課
、
各
出
張
所
、
市

商
工
会
（
座
間
２－

２
８
８

７－

２
）
で
配
布
す
る
「
技

能
功
労
者
等
推
薦
調
書
」（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
事
業
主
お
よ

び
団
体
の
長
が
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
８
月
１
日（
火
）

〜　

日
（
木
）
に
〒
２
５
２

３１

－

８
５
６
６
市
役
所
商
工
観

光
課
宛
て
に
郵
送
ま
た
は
直

接
担
当
へ

　

市
で
は
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
操
法
技
術
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
、
第　

回
座
間
市
消

１６

防
団
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

同
大
会
は
、
五
つ
の
分
団
か

ら　

部
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

１６
小
型
ポ
ン
プ
操
法
お
よ
び
ポ
ン

プ
車
操
法
の
「
安
全
さ
・
確
実

さ
・
速
さ
」を
競
い
合
い
ま
す
。

　
「
成
功
す
る
事
業
の
考
え
方
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
や
実
際

に
創
業
し
た
方
の
体
験
談
を
お

伝
え
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月　

日
（
水
）

２６

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
と
こ
ろ　

市
役
所
５
階　

５

－

１
会
議
室

○
対　

象　

創
業
予
定
の
方
、

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
創

業
後
５
年
未
満
の
経
営
者

○
講　

師　

尾
又
中
小
企
業
診

断
士
事
務
所
代
表　

尾
又
啓

介
さ
ん

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

○
問
い
合
わ
せ
先　

平
塚
信
用

金
庫
営
業
統
括
部　

1
０
４

６
３
（
２
４
）
３
０
７
１　

5
０
４
６
３
（
２
４
）
３
０

９
４　

電
子
メ
ー
ルsb１２８

６１００
@
hiratsuka

‐ shinki

n.jp

地
域
を
守
る
消
防
団
の
活
躍
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

７
月　

日
（
日
）

３０

午
前
８
時
〜
正
午
（
荒
天
時

は
８
月
６
日
（
日
）に
順
延
）

○
と
こ
ろ　

入
谷
小
学
校
校
庭

　

市
相
互
提
案
型
協
働
事
業
の

応
募
な
ど
を
考
え
て
い
る
団
体

向
け
の
講
座
で
す
。

○
と　

き　

７
月　

日
（
日
）

２３

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

○
と
こ
ろ　

座
間
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ざ
ま
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
１
階
）

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

７
月　

日（
水
）

１９

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

○
問
い
合
わ
せ
先　

座
間
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
1

０
４
６
（
２
５
５
）
０
２
０

１　

5
０
４
６
（
２
５
５
）

３
２
４
３

担当　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

　市では、「資源物とごみの分別収集カレンダー」を９月
末までに市内全世帯に戸別配布する予定です。１０月になっ
ても配布されない場合は、担当へご連絡ください。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
を
減
額

し
ま
す
。
長
期
優
良
住
宅
の
減

額
措
置
は
、
新
築
住
宅
の
減
額

措
置
に
代
え
て
適
用
し
ま
す
。

◯
住
宅
要
件　

県
の
認
定
を
受

け
て
平
成　

年
６
月
４
日
〜

２１

平
成　

年
３
月　

日
に
新
築

３０

３１

し
た
住
宅

◯
床
面
積
要
件　

▽
専
用
住
宅

＝　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上（
一

５０

戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅
は

　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
２

４０８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
▽

併
用
住
宅
＝
居
住
部
分
の
床

面
積
が　

平
方
メ
ー
ト
ル
以

５０

上
２
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
◯
減　

額　

▽
居
住
部
分
１
２

０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
＝
固

定
資
産
税
の
２
分
の
１
▽
居

住
部
分
が
１
２
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
２
８
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
＝
１
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
相
当
分
の
固
定
資

産
税
の
２
分
の
１
（
１
２
０

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部

分
は
減
額
不
可
）

◯
減
額
期
間　

▽
一
般
住
宅
＝

新
築
後
５
年
度
分
▽
３
階
建

て
以
上
の
中
高
層
耐
火
・
準

耐
火
建
物
＝
新
築
後
７
年
度

分
◯
申
請
方
法　

新
築
し
た
年
の

翌
年
の
１
月　

日
ま
で
に
、

３１

必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
告

書
と
県
の
長
期
優
良
住
宅
認

定
を
証
す
る
認
定
通
知
書（
写

し
）
を
直
接
担
当
へ

大会の様子

「「「「「「「「「「
第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回
創創創創創創創創創創
業業業業業業業業業業
応応応応応応応応応応
援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーー

「
第
３
回
創
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間

　

座
間
」」」」」」」」」」」

iiiiiiiiiinnnnnnnnnnin

担
当

商
工
観
光
課

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市
技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者

平
成　

年
度
座
間
市
技
能
功
労
者

２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９２９

等等等等等等等等等等
表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者
のののののののののの
推推推推推推推推推推
薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦

等
表
彰
対
象
者
の
推
薦

担
当

商
工
観
光
課

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

市市市市市市市市市市
消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団

市
消
防
団
消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
操操操操操操操操操操
法法法法法法法法法法
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会

消
防
操
法
大
会

担
当

消
防
総
務
課

1
0
4
6（
2
5
6
）2
4
1
2

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成
金金金金金金金金金金
申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請
書書書書書書書書書書
・・・・・・・・・・
企企企企企企企企企企
画画画画画画画画画画
書書書書書書書書書書
のののののののののの

助
成
金
申
請
書
・
企
画
書
の

書書書書書書書書書書
きききききききききき
方方方方方方方方方方
講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座

書
き
方
講
座

担
当

市
民
協
働
課

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
6
6

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

長長長長長長長長長長
期期期期期期期期期期
優優優優優優優優優優
良良良良良良良良良良
住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
にににににににににに
対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる

長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税
のののののののののの
減減減減減減減減減減
額額額額額額額額額額

固
定
資
産
税
の
減
額

担
当

固
定
資
産
税
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
4
7

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

◆資源物（紙）として出せるもの
　新聞紙・チラシ類、雑誌、古本、段
ボール、菓子・ティッシュ箱などのボ
ール紙、牛乳パック類、ミックスペー
パー（はがき、封筒、コピー用紙、ポ
スター、シュレッダーのごみなど）

◆排出方法
　● 紙の種類ごとにひもで十文字に縛る
　● 雨天時も収集を行いますが、荒天時
は次の収集日に出す
　● シュレッダーなどで細かくなった紙
ごみはビニール袋に入れて出す
　● レシート、写真、アルミ箔が添付さ
れたパック、靴・鞄の詰め物（緩衝材）
などは、燃えるごみの日に出す
※収集は紙の種類ごとに行っています。一部残っているように
見えても別の車が収集に参りますので、しばらくお待ちくださ
い。

◆再利用
　資源物として収集した紙類は、下表のように再利用していま
す。

再利用収　集

段ボール段ボール

新聞紙、ＯＡ用紙新聞紙、チラシ

雑誌、絵本、アルバム、洗剤・菓子箱など雑誌、菓子箱など

キッチンペーパーなど牛乳パック

資源物（紙）の正しい出し方資源物（紙）の正しい出し方資源物（紙）の正しい出し方

「「資資源源物物ととごごみみのの
分分別別収収集集カカレレンンダダーー」」をを配配布布
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∞
∞

∞
∞

∞
∞

∞
∞

∞
∞

∞
∞

∞ボランティア体験サマースクール＆
少年少女消防教育講座

ボランティア体験サマースクール＆
少年少女消防教育講座

ボランティア体験サマースクール＆
少年少女消防教育講座

７月の相談日（祝・休日を除く）※相談はいずれも無料です。
と　こ　ろと　　　き区　分

1０４６（２５２）８４９０
（電話相談も可）

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～正午と午後１時～３
時３０分

消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

予約制（電話可）
受付1０４６（２５２）８２１８
市役所１階相談室
※３日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１回（２５分
以内）、その他の相談は
一人３０分以内とさせて
いただきます。相談さ
れる要点をよく整理し
てお越しください。

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時～８
時３０分
毎月第２・第３・第４水曜日午後１時３０分
～４時３０分

１１日夜
１２日　
１８日夜
１９日　
２５日夜
２６日　

弁 護 士
（ 面 談 の み ）

毎月第３木曜日午前９時３０分～１１時３０分２０日行 政
（国に対する要望）

毎月第２・第３木曜日午後１時３０分～４時
３０分

１３日
２０日

行 政 書 士
（遺言書等作成）

毎月第３火曜日午後１時３０分～４時１８日交 通 事 故
毎月第４金曜日午後１時３０分～４時３０分２８日税 理 士

奇数月第３金曜日午後１時３０分～４時３０分２１日司 法 書 士
（登記・少額訴訟）

毎月第４木曜日午後１時３０分～４時３０分２７日不 動 産
（取引・契約）

毎月第２金曜日午後１時３０分～４時３０分
（１３日まで受け付け）１４日分譲マンション

（近隣・管理組合）
毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午、
午後１時～５時１５分市 民 一 般

担当　広聴人権課 1０４６（２５２）８２１８

1０４６（２５２）８０８７毎月第２火曜日午前９時～１１時３０分１１日人権擁護委員
（近隣問題など）

市役所１階広聴人権課毎週月曜・火曜・水曜・金曜日午前９時～正午と
午後１時～５時１５分ドメステ ィ ック

バイオレンス 担当　広聴人権課 1０４６（２５２）８４８３
市役所４階
４－１会議室

奇数月第３木曜日午後１時３０分～４時３０分
（予約制（電話可）。１４日まで受け付け）２０日社 会 福 祉 士

（成年後見制度） 担当　福祉長寿課 1０４６（２５２）７１２７

市役所１階
障がい福祉課

毎週月曜・火曜・木曜日午前１０時～正午と午後１時～
３時（予約制（電話可））ぽむ出張相談毎月第３木曜
日午前９時、１０時３０分（各一人で予約制（電話可））

障 が い 者
就 労 支 援

担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７１３２
市役所１階障がい福祉課毎週月曜日午後１時～５時と水曜・金曜日午前９時～手話通訳設置 正午 担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７９７８ 5０４６（２５２）７０４３
市役所１階生活援護課毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時自立サポート

相 談 担当　生活援護課 1０４６（２５２）８５６６
ふれあい会館２階会議室毎月第３木曜日午前１０時～午後３時２０日駐留軍離職者 担当　商工観光課 1０４６（２５２）７６０４
市役所２階子ども政策課

1０４６（２５２）８０２６
毎週月曜～金曜日午前９時～１１時３０分と
午後１時～４時３０分（電話可）　担当　子ども政策課児 童

市役所２階子ども育成課毎週月曜～金曜日午前９時３０分～１１時３０分と
午後１時～４時（予約制（電話可））母子・父子家庭

担当　子ども育成課 1０４６（２５２）７２０１
青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時青 少 年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７
市役所５階教育研究所毎週月曜～金曜日午前１０時～午後４時教 育

1０４６（２５９）２１６４毎週月曜～金曜日午前８時３０分～午後６時（電話のみ）子どもいじめ
ホットライン 担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

毎週月曜～金曜日午前９時～正午 市役所５階教育指導課
午後１時～４時（予約制（電話可））　担当　教育指導課 1０４６（２５２）８７３２

就 学
（障がい児対象）

市市市市市市市市民民民民民民民民ととととととととととととととととももももももももににににににににつつつつつつつつくくくくくくくくるるるるるるるるままままままままちちちちちちちち市民とともにつくるまち

　市では、住み良いまちづくりを実現するため「座間市市民協働推進条例」に基づいて、市民活動団体の皆さんと一緒に相互提案型協働
事業に取り組んでいます。平成２９年度は市民活動団体から提案のあった団体提案協働事業を実施しており、さまざまなイベントが企画さ
れています。皆さんの参加をお待ちしています。

７月に納めていただくのは

▽固定資産税・都市計画税（第２期）▽国民健康保険税（２期）▽介護保
険料（２期）▽後期高齢者医療保険料（１期）
※市指定の金融機関など、市役所、各出張所、ペイジー、コンビニエンス
ストアで納めてください。使用料などもお忘れなく。
※口座振替をご利用の方は、残高不足にご注意ください。
※納期限を過ぎると、督促状が発送されます。また、延滞金を納めていた
だく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時３０分から正午まで、市役所で市税、国民
健康保険税の納付窓口を開設しています。詳しい内容は収納課　1０４６（２５２） 
８０２１へ（国民健康保険税については国保年金課1０４６（２５２）７００３へ）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互互提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集市市相相互互提提案案型型協協働働事事業業へへのの参参加加者者をを募募集集

多国籍親子支援事業

「「「「「「「「「「「ウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタターーーーーーーーーーースススススススススススプププププププププププラララララララララララッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュ フフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェススススススススススステテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィバババババババババババルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」
○と　き　７月２３日（日）午前１０時～１１時３０分（午前９時４５分受付開始）
○ところ　相模川グラウンドＢ面
○内　容　水鉄砲や水風船を使ったゲームなど
○対　象　市内在住の外国人親子・日本人親子
○定　員　１００人
○参加費　１５０円
○申込方法　７月１０日（月）までに任意書式で代表者氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、応募人数、国籍、子どもの年齢と性別を明記し、電子メール （acti 
vezamainternational@gmail.com）または直接問い合わせ先へ

○問い合わせ先　アクティヴ・ママ　1０７０（１４８９）９５７３
担当 渉外課　1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０

○と　き　７月１３日（木）午前１０時～正午
○ところ　市民健康センター１階　多目的室
○内　容　日本語教室、手遊び、歌遊びなど
○対　象　市内在住の外国人親子・日本人親子（大人だけで
も参加可）
○参加費　３００円
○参加方法　直接会場へ
○問い合わせ先　アクティヴ・ママ　1０７０（１４８９）９５７３

担当 渉外課　1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０

多国籍親子支援事業

「「「「「「「「「「「国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流サササササササササササロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」

○と　き　７月２９日（土）午前９時３０分～午後１時（午前９
時１５分受付開始）荒天中止
○ところ　市役所１階アトリウム、ふれあい広場
○内　容　減災・災害対応の体験型訓練
○定　員　７０人（申込順）
○参加費　無料（災害食試食付き）
○持ち物　動きやすい服装、飲み物
○申込方法　７月２８日（金）までに電話、ファクスまたは直
接担当へ
担当 危機管理課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

市民防災・減災講座
「減災・災害対応体験型訓練」

　国立精神・神経医療センター部長の功刀浩さんを講師に招き「心の健康と食
生活との深い関係」をテーマとした講座を開催します。
○と　き　８月１０日（木）午後２時～４時（午後１時３０分開場）
○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター）３階多目的室
○講　師　国立精神・神経医療センター部長　功刀浩さん
○定　員　７０人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　７月２８日（金）までに電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 障がい福祉課　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民こここここここここここここここここここここころろろろろろろろろろろのののののののののののバババババババババババリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアフフフフフフフフフフフリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーー及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトコココココココココココミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィ
心の健康と食生活との深い関係

　市消防本部と市社会福祉協議会では、子どもたちにボランティア体験や
救助訓練を通じて社会貢献の大切さを感じてもらおうと、サマースクール
を開催します。詳しくは、問い合わせ先へお問い合わせ下さい。
○と　き　▽事前研修＝７月２１日（金）午後１時３０分～４時３０分▽体験学
習＝７月２６日（水）～８月１８日（金）のうち２～３日▽学習のまとめ＝
８月２２日（火）午前９時３０分～正午
○ところ　サニープレイス座間、市消防本部、市内福祉施設
○内　容　▽災害・救命編＝消火器の取扱方法、放水体験、救急救助訓練
など▽施設編＝高齢者・障がい者・保育施設でのボランティア
　※参加者には修了証を交付します。
○対　象　市内在住・在学の中学生・高校生
○定　員　８０人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　サニープレイス座間３階市社会福祉協議会ボランティアセン
ター、市内中学校・高等学校で配布する申込用紙（ボランティアセンタ
ーホームページ（http://zamashakyo.jp/join/volanteer.html）から
ダウンロード可）に必要事項を記入し、７月１４日（金）午後６時までに
ボランティアセンターへ
○問い合わせ先　市社会福祉協議会ボランティアセンター　1０４６（２６６） 
２００２　5０４６（２６６）１２９５
担当 消防本部予防課　1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５
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必要事項を記入の上、７月１５日（土）
までに電子メールまたはファクスで
問い合わせ先へ　問い合わせ先＝市
水泳協会事務局�zama.assoc.se 
im@gmail.com　5０４５（８６５）１０３９ 
（午後９時まで）　1０９０（６５２２）３５３５
（小野塚）
担当 スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

子どもドッジボール大会

とき＝８月１９日（土）午前９時３０分
～午後１時　ところ＝スカイアリー
ナ座間（市民体育館）３階大体育室 
内容＝１チーム１０～１５人で編成し、
小学１～３年生の低学年と同４～６
年生の高学年とに分かれての試合　
対象＝市内在住の小学生　定員＝１０
チーム（申込順）参加費＝一人１００ 
円（保険代）　申込方法＝７月１４日
（金）までに保護者の代表が直接担
当へ※チーム単位での申し込みにな
ります。
担当 青少年課
　1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

夫婦で参加できる子育て講座

とき＝８月２７日（日）午前１０時～１１
時４５分　ところ＝ハーモニーホール
座間（市民文化会館）２階大会議室 
内容＝協力し子育てをするこつを学
ぶ　対象＝乳幼児を持つ夫婦、妊娠
中の方と夫　定員＝１３組（多数抽選）
※抽選結果は郵便で通知。　受講料
＝無料　保育＝あり（子ども一人当
たり１００円）　持ち物＝筆記用具　申
込方法＝７月１４日（金）までに電話、
ファクス、直接または市ホームペー
ジの電子申請で担当へ（電子申請、
ファクスは１７日（月）まで）
担当 生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

普通救命講習

とき＝７月９日（日）午後１時３０分
～４時３０分　ところ＝市消防本部会
議室　内容＝応急手当ての重要性、
人工呼吸、胸骨圧迫、自動体外式除
細動器（ＡＥＤ）の使用、大出血時
の止血法習得　対象＝市内在住・在
勤・在学者（中学生以上）※子ども
を連れての受講は不可。　定員＝２０
人（申込順）　持ち物＝筆記用具　
申込方法＝電話で担当へ
担当 消防管理課

1０４６（２５６）２２１１　5０４６（２５６）２２１５

教育教養研修講座
①座間の教育史②教育相談

とき＝①７月２８日（金）午後２時～
４時１０分②８月２３日（水）午後２時
～４時３０分　テーマ＝①新制中学の

社会を明るくする運動

　７月は「社会を明るくする運動」
の強調月間です。
　今年の行動目標は、「犯罪や非行
のない安全・安心な地域社会を築く
ための取り組みを進めよう」「犯罪
や非行をした人たちの立ち直りを支
えよう」です。今年もこの運動の一
環として、７月４日（火）の午後４
時から「ピアゴ座間店」「スーパー
なかや入谷店」の店頭で街頭啓発キ
ャンペーンを行います。
担当 福祉長寿課

1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５２）８２３８

上水道の水質検査結果

　市では、おいしくて安全な水道水
を提供するために上水道水質検査計
画を策定し、定期的な水質検査を実
施しており、その結果を市ホームペ
ージで公開しています。５月までの
検査結果で基準値を超えるものはあ
りませんでした。詳しくは、市ホー
ムページをご覧になるか担当へお問
い合わせください。
担当 水道施設課

1０４６（２５２）７５０９　5０４６（２５７）４１５５

交通事故件数

各年１月１日～５月３１日
（物件事故を含まず）

教育委員会７月定例会

とき＝７月２６日（水）午前９時３０分
～　ところ＝市役所５階５－１会議
室※議題や傍聴について詳しくは、
担当へお問い合わせください。
担当 教育総務課

1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝１日・１５日・
２９日午後２時３０分～３時３０分▼東原
第３公園＝５日・１９日午前１０時３０分
～１１時３０分▼中原小学校＝５日午後
２時５０分～３時４０分▼小松原１丁目
児童遊園地＝６日・２０日午前１０時３０
分～１１時３０分▼入谷小学校＝６日午
後２時５０分～３時４０分▼東原小学校
＝７日午後２時５５分～３時４５分▼相
模野小学校＝１２日午後２時５５分～３
時４０分▼東原共同住宅８号棟前＝１３

負傷者死者件数平成
２３１０１９０２９年
１９９１１７１２８年
＋３２－１＋１９増減

大和スポーツセンター

※リレーを除き一人２種目まで。詳
細は、市陸上競技協会ホームページ
（http://satoeiji.sitemix.jp/） で。 
参加資格＝市内在住・在勤・在学者
（小学生は４～６年生で保護者同伴）、
同協会登録者※オープン参加可。　
参加費＝当日徴収▽協会登録者＝ 
８００円▽同未登録者＝千円▽高校生 
５００円▽中学生＝４００円▽小学生＝ 
１００円　申込方法＝７月１４日（金）ま
でに郵送、電話または電子メールで
問い合わせ先へ　問い合わせ先＝同
協会事務局〒２５２－０００４東原１－１２－
２１－２（内田）1０８０（５６５２）７００３� 
uchis０４１２@gmail.comへ
【水泳の部】
とき＝８月６日（日）午前９時受け
付け（雨天決行）　ところ＝市立立
野台プール　対象＝市内在住・在勤・
在学者、市内スポーツクラブ会員※
未就学児や小学校低学年が参加する
場合は、大会当日、保護者は安全管
理について十分ご注意ください。

※リレー種目を除き一人２種目まで。 
参加費＝▽未就学児～中学生＝３００ 
円▽高校生・一般＝５００円（保険料を
含む）　申込方法＝申込書（情報サ
イトざまっとからダウンロード可。
市内小学生には各小学校で配布）に

日・２７日午前１０時３０分～１１時３０分▼
相武台東小学校＝１３日午後２時５０分
～３時４０分▼カーサ相模台Ｈ号棟前
＝１４日・２８日午前１０時３０分～１１時３０
分
担当 図書館

1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

　

�

ざまっ子環境教室
ガスエネルギーについて学ぼう

とき＝８月１日（火）午前８時～午
後３時（午前７時４５分に市役所ロー
タリーに集合）　ところ＝東京ガス
㈱根岸ＬＮＧ基地（横浜市磯子区）
※バスで移動します。　内容＝液化
天然ガスの受入基地を見学し、ガス
が日常生活で利用できるようになる
までの過程を学ぶ　対象＝市内在住
の小学４年生～中学２年生　定員＝
２９人（申込順）　参加費＝無料　持
ち物＝筆記用具、弁当、飲み物　申
込方法＝７月２０日（木）までに電話
で担当へ
担当 環境政策課

1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

ざま市民朝市

とき＝７月９日・２３日いずれも日曜
日午前７時～売り切れ次第終了。雨
天決行　ところ＝市役所ふれあい広
場（雨天時は市役所１階アトリウム） 
販売品＝地場産野菜、農産物加工品、
肉、花き、市特産品など　持ち物＝
買い物袋
担当 農政課

1０４６（２５２）７６０１　5０４６（２５５）３５５０

市総合体育大会
ソフトテニス・陸上・水泳の部

【ソフトテニスの部】
とき＝７月２３日（日）午前８時３０分
集合（雨天時は７月３０日（日））　
ところ＝ひまわり公園テニスコート 
種目＝Ａ（上）級、Ｂ（中）級、Ｃ
（初）級、一般男女　競技方法＝予
選リーグ、決勝トーナメント（７ゲ
ームマッチ）　参加資格＝市内在住・
在勤・在学者（高校生以上）と市ソ
フトテニス協会加盟団体員　参加費
＝一組２千円　登録費＝一人５００円 
（年１回、市大会（春季、総体、秋
季）当日徴収）　申込方法＝７月１６
日（日）までに電話またはファクス
で15０４６（２５５）８７２８（松尾）へ
【陸上の部】
とき＝８月５日（土）・６日（日）
午前８時～（小雨決行）　ところ＝

8
日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  

4
11
18
25
　 

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

5
12
19
26

 
7
14
21
28

 
6
13
20
27

 
7
14
21
28

 
6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

1
8
15
22
29

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

7

お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

競技種目
競技種目参加者区分

１００ｍ、８００ｍ、走幅跳小学生

１００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００
ｍ、１，５００ｍ、３，０００ｍ、１１０
ｍハードル、４×１００ｍリ
レー、走高跳、走幅跳、砲
丸投

中学生男子

１００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００
ｍ、１，５００ｍ、５，０００ｍ、１１０
ｍハードル、４×１００ｍリ
レー、走高跳、走幅跳、砲
丸投、円盤投

高校・一般男子
（１９歳以下、２９
歳以下、３０歳代、
４０歳代、５０歳以
上）

１００ｍ、２００ｍ、８００ｍ、１，５００
ｍ、１００ｍハードル、４×
１００ｍリレー、走高跳、走
幅跳、砲丸投

中学生女子

１００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００
ｍ、１，５００ｍ、３，０００ｍ、１００
ｍハードル、４×１００ｍリ
レー、走高跳、走幅跳、砲
丸投、円盤投

高校・一般女子
（１９歳以下、２９
歳以下、３０歳代、
４０歳代、５０歳以
上）

競技種目
競技種目参加者区分

２５ｍ自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ未就学児

２５ｍ自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ、
１００ｍフリーリレー

小学１・２年生

５０ｍ自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ、
１００ｍ・２００ｍ個人メドレ
ー、２００ｍフリーリレー・
メドレーリレー

小学３・４年生

小学５・６年生

５０ｍ・１００ｍ自由形・平泳
ぎ・背泳ぎ・バタフライ
２００ｍ個人メドレー、
２００ｍフリーリレー・メド
レーリレー

中学・高校生

５０ｍ自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ
２００ｍ個人メドレー、
２００ｍフリーリレー・メド
レーリレー※個人メドレ
ーは一般男女のみ

一般男女

一般男子（３０歳
以上）

５０ｍ自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ

一般女子（３０歳
以上）、一般男
子（４０歳以上）
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発足～座間中誕生②不登校児童・生
徒の心に寄り添って　講師＝①市教
育研究所教育史編集員　大谷之彦さ
ん②高輪心理臨床研究所主宰　岸良
範さん　定員＝①５０人（申込順）②
３０人（同）【共通項目】ところ＝市
役所５階５－１会議室　対象＝どな
たでも　申込方法＝電話、ファクス
または直接担当へ
担当 教育研究所

1０４６（２５２）８４６０　5０４６（２５２）４３１１

教育講演会

とき＝８月８日（火）午前１１時～正
午　ところ＝サニープレイス座間 
（総合福祉センター）多目的室　テ
ーマ＝暮らしの中から生まれる詩　
講師＝図書館長・詩人　金井雄二さ
ん　対象＝どなたでも　定員＝２０人
（申込順）　申込方法＝電話、ファ
クスまたは直接担当へ
担当 教育研究所

1０４６（２５２）８４６０　5０４６（２５２）４３１１

芸術文化セミナー
①漢詩鑑賞入門講座～漢詩を味わう
②【遊び術】美術鑑賞体験講座

とき＝①８月５日・１９日、９月２日・
９日いずれも土曜日午後２時～３時
４０分（全４回）②８月７日（月）午
前１０時～１１時３０分、９月１０日（日）
午後１時３０分～４時、平成３０年２月
２０日（火）午前１０時～午後５時（全
３回）　ところ＝①ハーモニーホー
ル座間２階大会議室②同会議室、１
階ギャラリー　内容＝①月、酒、旅、
友人など漢詩に見られるテーマにス
ポットを当て、詩の意味やその背景
などを学ぶ②市が開催する美術展や
市の自然を教材に、鑑賞の仕方や展
示の方法を体験する　講師＝①慶應
義塾大学文学部准教授　吉永壮介さ
ん②女子美術大学修士課程洋画研究
領域修了　加藤千晶さん　定員＝①
４０人（申込順）②１０人（同）【共通
事項】対象＝どなたでも　参加費＝
無料　申込方法＝電話、ファクスま
たは直接担当へ
担当 生涯学習課

1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

市障害者団体連合会
日帰りバス旅行参加者募集

とき＝①７月３０日（日）②８月２３日
（水）いずれも午前９時～午後５時 
ところ＝①箱根②山梨　内容＝①か
まぼこ手作り体験②ブドウ狩り、ワ
イン工場見学　対象者＝市内在住で
障がいをお持ちの方と家族または付
き添いの方　参加費＝８千円（未就
学児は６千円）　申込方法＝７月１２
日（水）までの午前９時～午後５時
に電話、ファクスで担当へ
担当 市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

�

◆いきいき会
とき＝７月２０日（木）午前１０時～午
後０時３０分　内容＝ピアノとハーモ

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

事項を記入したメモに返信用はがき
を添えて直接持参
◆夏休み！わくわくサイエンスくら
ぶ第２弾
とき＝８月１７日（木）午後１時３０分
～３時３０分　内容＝①竹コプター作
り②紙コップ円盤作り③クルクルＺ
ＯＯ作り　対象＝市内在住の小学①
１・２年生②３・４年生③５・６年
生　定員＝３０人（多数抽選）　参加
費＝３００円（材料代）　持ち物＝筆記
用具、飲み物※参加者個別に通知し
ます。　申込方法＝７月１５日（土）
まで（必着）に、往復はがき（１枚
に一人）に氏名（ふりがな）、学校
名、学年、住所、電話番号、「夏休
み！わくわくサイエンスくらぶ参加
希望」を記入し同センターへ郵送ま
たは必要事項を記入したメモに返信
用はがきを添えて直接同センターへ

�

◆固定資産税課臨時的任用職員
募集人数＝１人　応募資格＝パソコ
ン（エクセル、ワード）ができる方 
業務内容＝データ入力、台帳加筆、
窓口業務、電話対応など　勤務期間
＝８月１日から６カ月間（更新有）
勤務日時＝月曜～金曜日（祝・休日
を除く）午前８時３０分～午後５時１５
分　時給＝９６４円　勤務場所＝市役 
所２階固定資産税課　選考方法＝面
接　応募方法＝市販の履歴書（写真
貼付）に必要事項を記入し、７月１０
日（月）までに本人が担当へ持参
担当 固定資産税課

1０４６（２５２）８０４３　5０４６（２５５）３５５０
◆粗大ごみおよび剪定枝受付業務非
常勤職員
募集人数＝１人　応募資格＝パソコ
ン（エクセル、ワード）ができる方 
勤務場所＝市役所４階資源対策課　
勤務期間＝８月１日～平成３０年３月
３１日　勤務日時＝月曜～金曜日（祝・
休日を除く）午後１時～５時１５分※
時間外勤務あり。　時給＝９６４円　選
考方法＝書類審査、面接（７月１８日
（火）予定）　応募方法＝市販の履
歴書（写真貼付）に必要事項を記入
し、７月１４日（金）までに本人が担
当へ持参
担当 資源対策課

1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

�

◆大人のための①英会話入門②韓国
語入門講座
とき＝７月２９日（土）～９月３０日（土）
の原則週１回（全８回）①午後６時
～７時②午後７時３０分～８時３０分　
ところ＝サニープレイス座間　定員
＝各１５人（申込順）　参加費＝各６
千円　申込方法＝平日午前１０時～午
後６時に電話で国際文化交流協会1 

０９０（６４８９）２８０３（前田）へ

みんなの広場 

ニカに合わせて歌う　参加費＝無料 
申込方法＝当日直接同センターへ
◆夏休み宿題応援教室
とき＝①７月２５日（火）午後２時～４
時②２７日（木）午後１時３０分～４時３０
分　内容＝①書道家から習字を教わ
る（習字道具一式、タオル持参）②
貯金箱作り　対象＝①小学３～６年
生②小学生　定員＝各２０人（申込順） 
申込方法＝各２日前までに電話、フ
ァクスまたは直接同センターへ
◆キッズよさこい～相模が丘夏祭り
で踊ろう～

とき＝７月２２日（土）・２３日（日）
午後１時３０分～３時　ところ＝同セ
ンター他　内容＝「鳴子踊り」を練
習して踊る　対象＝小学生　定員＝
２０人（申込順）　申込方法＝７月２０
日（木）までに電話、ファクスまた
は直接同センターへ
◆音楽サロン～女性の声の魅力をさ
ぐる

とき＝７月２８日（金）午後７時～８
時３０分　内容＝独唱と重唱の魅力を
体験しながら学ぶ　参加費＝無料　
演奏者＝山岸陽子さん　末和子さん 
村上友季子さん　申込方法＝７月２６
日（水）までに電話、ファクスまた
は直接同センターへ

�

◆夏休みクラフトスクール～Hiガラ
スで作るキャンドルランタン・光
と色の競演

とき＝７月２９日（土）午前１０時～正
午　対象＝小学生以上（低学年は保
護者同伴）　定員＝２０組（申込順） 
参加費＝３００円　申込方法＝７月２０ 
日（木）までに電話、ファクスまた
は直接同館へ

�

◆ひがしのだんだんリビング
とき＝７月７日（金）午前９時４５分
～１１時３０分　内容＝乳幼児を持つ保
護者の交流、仲間作りの場　参加方
法＝当日親子で直接同センターへ
◆おもちゃ病院
とき＝７月１５日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
組（先着順）　費用＝無料（部品代
など一部実費負担）　参加方法＝当
日直接同センターへ
◆わいがやエクスチェンジ
とき＝７月１９日（水）午前１０時～正
午　内容＝不用品の交換　参加費＝
無料　参加方法＝用品を持参の上、
当日直接会場へ※肌着、靴下など交
換できない場合があります。
◆サマーアイランド２０１７～さあ夏
だ！みんなで暑さをふき飛ばせ!!

とき＝７月２３日（日）午前１０時～午
後３時　内容＝ゲームラリー、吹矢、
はやし、焼きそばやかき氷などの模
擬店他　入場＝自由※駐車場はあり
ませんので、徒歩か自転車でご来場

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９

ください。
◆わくわく科学教室
とき＝８月２日（水）・３日（木）
午後１時１５分～４時（全２回）　内
容＝①小学１～３年生＝空気と水②
小学４～６年生＝光と虫眼鏡　定員
＝各２５人（申込順）　参加費＝５００円
（材料代）　持ち物＝筆記用具、水
筒　申込方法＝７月２１日（金）まで
に電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

�

◆図書館親子夏休み学習応援講座
２０１７①親子調べ学習チャレンジ講
座②親子読書感想文講座
とき＝７月１７日（月）①午前９時３０
分～正午②午後２時～４時　内容＝
①調べ学習を体験し、作品にする②
読書感想文の書き方を学び、感想文
を書く　対象＝市内在住・在学の①
小学１～３年生（保護者同伴）②小
学１・２年生（同）　講師＝大和市
学校図書館スーパーバイザー　藤田
利江さん　定員＝各２０組（申込順） 
参加費＝無料　申込方法＝電話また
は直接同館へ（①②両方の申し込み
不可）
◆なつやすみ森のおはなし会
とき＝７月２７日（木）午前１０時～１１
時　ところ＝県立座間谷戸山公園森
の学校（雨天時は図書館講座室）　
内容＝詳細は図書館でプログラムを
配布　参加費＝無料　参加方法＝当
日午前９時５０分に図書館玄関に集合

�

◆カレー作りゲームで遊びながら～
お金の使い方を考えよう! !
とき＝７月２６日（水）午前１０時～正
午　内容＝体験プログラムを通して、
お金の大切さや買い物の選択の方法
を学ぶ　対象＝市内在住の小学生と
同伴希望の保護者　定員＝３０人（多
数抽選）　参加費＝無料　持ち物＝
筆記用具・飲み物　申込方法＝７月
１２日（水）まで（必着）に、ファク
スまたは往復はがき（１枚に一組）
に氏名（親子で参加の場合は親子の
氏名）、学校名、学年、住所、電話
番号、「カレー作りゲーム講座参加
希望」と記入し、同センターに郵送
または必要事項を記入したメモに返
信用はがきを添えて直接持参
◆おもちゃドクターとプチロボを作
ろう！
とき＝８月６日（日）午前１０時～午
後０時３０分　内容＝ロボットを組み
立て走らせて遊ぶ　講師＝座間市お
もちゃドクターの会の皆さん　対象
＝市内在住の小学３～６年生　定員
＝１６人（多数抽選）　参加費＝１，２４０
円（材料代）　持ち物＝筆記用具、
軍手　申込方法＝７月１２日（水）ま
で（必着）に往復はがき（１枚に一
人）に氏名（ふりがな）、学校名、
学年、住所、電話番号、「おもちゃ
ドクターとプチロボ参加希望」と明
記し、同センターに郵送または必要

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

青少年センター
〒２５２－００２３立野台１－１－４

1０４６（２５３）８４１１　5０４６（２５９）２１６３
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046(252)8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120(111)429 (無料)

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

座間市史資料叢書 8大
おお

矢
や

家
け

文
もん

書
じょ

Ⅰ近世栗原村の御
ご

用
よう

留
どめ

　850円　Ａ 5判260ページ
　市の重要文化財に指定されている古文書「大矢家文
書」の中で、江戸幕府が発行した公的文書を役人や名
主が控えとして写し取った文書「御用留」を集成した
資料集です。幕府の命令による村々の負担や当時の人
々の生活が垣間見られ、江戸時代中期の座間市域や栗
原村の様子を知ることができます。

座間むかしむかし第39集
　200円　A5判44ページ
　「座間地区の人々と伊

い

勢
せ

参
さん

宮
ぐう

」と「富士山宝
ほう

永
えい

噴火」
の 2編からなり、「座間地区の人々と伊勢参宮」は、
明治から昭和初期にかけて行われた伊勢神宮への参拝
旅行の様子をまとめたものです。「富士山宝永噴火」
は、江戸時代の宝永四（1707）年に起きた、富士山噴
火や宝永地震の被害の様子などを記したものです。

○購入・閲覧場所　市役所 1階市民情報コーナー、図書館他

担当 生涯学習課　☎046(252)8431　5046(252)4311

　座間市で活動する美術作家の交流と芸術文化振興を目的に活動する団体
「市アーティストファイル」の登録作家38人の作品展を開催します。
○と　き　 7 月12日（水）～17日（月）午
前 9時30分～午後 5時（最終日は午後 4
時まで）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文
化会館）ギャラリー・常設展示室
○内　容　洋画、版画、工芸作品他
○入　場　自由

ワークショップ「瓶にアート」
　アクリル絵の具を使ってオリジナルのペン立てや花瓶などをつくり
ます。
○と　き　 7 月15日（土）～17日（月）①午前10時～②午後 2時～（初
日は①のみ）
○ところ　ハーモニーホール座間　常設展示室
○定　員　各15人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　 7月14日（金）までに電話、ファクスまたは直接担当へ
ギャラリートーク
　「美術なのに何

な

故
ぜ

美しく無いの？」をテーマに座談会を開催します。
○と　き　 7 月15日（土）午後 2時～
○ところ　ハーモニーホール座間　ギャラリー
○入　場　自由

担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

　市では、重大な消防法令違反のある防火対象物に係る公表制度を実施す
るため、「火災予防条例の一部改正（案）」の策定を進めていますので、
市民の皆さんからのご意見を募集します。
○意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有
する法人または団体、公募事案に利害関係を有する方
○募集期間　 7 月 1 日（土）～31日（月）
○閲覧場所　消防本部 1階予防課、東・北分署、市役所 1階市民情報コー
ナー、各出張所、市公民館、北・東地区文化センター、図書館、青少年
センター、各コミュニティセンター（市ホームページで閲覧可）
○意見の提出方法　住所、氏名（法人などは名称と代表者氏名）、電話番
号を明記し、任意の書式で〒252－0021緑ケ丘 6－ 1－15座間市消防本部
予防課宛に郵送、ファクス、または直接担当へ（市ホームページから電
子申請可）
※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名と所在地、法人な
どは所在地を加えてご記入ください。

担当 消防本部予防課　☎046(256)2187　5046(256)3225

　子どもから大人まで楽しめる音楽会で
す。
○と　き　 7 月25日（火）①午前11時②
午後 2時開演（いずれも開場は30分前）
○ところ　ハーモニーホール座間　小ホ
ール
○内　容　オペラ「金の斧 銀の斧」、か
えるの歌、夢をかなえてドラえもん他
○対　象　どなたでも（① 6歳未満②小学校低学年推奨）
○定　員　各300人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　 7月21日（金）までに電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

○と　き　 7 月12日（水）午後 0時30分～ 0時50分
○ところ　市役所 1階市民サロン
○演奏者　▽マリンバ＝真崎佳代子さん、野島充恵
さん▽ピアノ＝入佐弥生さん
○曲　目　サン・サーンス作曲「白鳥」、モーツァ
ルト作曲「トルコ行進曲」、葉加瀬太郎作曲「情
熱大陸」
○入　場　自由
担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

　育児を楽しむ父親（イクメン）・祖父（イ
クジイ）や家事に積極的に取り組む男性（カ
ジ男）を撮影した「イ・イ・男フォトコン
2017inZAMA」の写真作品を募集します。
　詳しくは、市ホームページをご覧になる
か担当へお問い合わせください。
○応募条件　写っている方または応募者が
市内在住で 1年以内に撮影された未発表の作品（一人 1点のみ）
○応募方法　11月10日（金）までに必要事項を明記し〒252－8566座間市役
所広聴人権課宛てに郵送（必着）、電子メール（jinken@city.zama.kana
　gawa.jp）または直接担当へ
　※郵送・持参の場合は 2Ｌサイズにプリントしてください。
担当 広聴人権課　☎046(252)8087　5046(252)0220

小さな子どもも楽しめます

マリンバの演奏

昨年の最優秀作品

多彩なジャンルの作品が並びます
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